
対象／市内在住・在学の中学生

メリット
◦専門的な指導が受けられる
◦他校の生徒と交流できる
◦�平日部活動以外の種目に取り
組める

対象／18歳以上で指導を
希望する人　※安全管理や
ハラスメント防止などの研
修受講と、宣誓書の提出が
必要です。

メリット
◦自分の競技経験を生かせる

問い合わせ先　企画政策課政策推進班(☎62-5382)

　生涯活躍のまち事業化
支援業務委託料、空き店
舗活用事業補助金など

　親と子どもの絆プロ
ジェクト事業補助金、小
学校プールの改修など

　児童への交通安全指導、
自動心肺蘇生器の購入など

　緊急通報システム委託
料、すこやかシニアクラブ
補助金など

　旭駅前広場の改修、公
園施設等の改修など

　保育施設等主食費の助成、
交通安全施設の補修など

ふるさと応援基金を活用した主な事業

認定要件／適切な指導の実施体制・
安全確保の体制・運営体制が確保さ
れていることなど　※新設して申請
することも可能です。

メリット
◦�休日の中学校施設の優先利用など

参加者 指導者 クラブ

使い道
区　分 寄付金の使い道 件　数 寄付額

(千円)

１ 産業の振興(農水産業・商工業・観
光の振興など) 2,287 38,417

２ 健康福祉の充実(子育て支援、高齢
者福祉の充実、スポーツの振興など) 2,012 28,652

３ 教育の充実(学校教育の充実、生涯
学習の充実、芸術文化の振興など) 4,444 66,808

４ 生活基盤の整備(道路の整備、公園
の維持管理、公共交通網の整備など) 1,136 16,747

５ 安全安心なまちづくり(防災力の強
化、消防力の強化、交通安全対策など) 1,695 23,652

６ そのほか市長が必要と認める事業 13,863 209,413

合　計 25,437 383,689

1. 産業の振興

３. 教育の充実

５. 安全安心な
　  まちづくり

６. そのほか市長が
　  必要と認める事業

４. 生活基盤の整備

２. 健康福祉の充実

旭市ふるさと応援寄付金の報告令和７年度 

これまで学校主体で行ってきた部活動を地域全体で支え、少子化の
中でも子どもたちが将来にわたってスポーツや文化活動を楽しめる
ようにする全国的な取り組みです。
これに伴い、参加者・指導者・クラブを募集します。

申し込み・問い合わせ先　生涯学習課社会教育班(☎85-8627)

ふるさと応援寄付金内訳（令和8年3月31日現在）

参加者・指導者・クラブを募集中

「地域クラブ活動」
へ変わります

９月から休日部活動が

旭市を応援したいという温かい思いや、まちづくりへの参加意識を持つ皆さんから、
貴重な寄付をいただきました。

　寄付者が使い道を指定して応援できる制度です。市外からのふる
さと納税のほか、市内の寄付者からの応援もあります。寄付金は、

旭市ふるさと応援基金として積み立てられ、市の各事業の貴重な財源として活用されます。

ふるさと応援寄付とは
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